
特
定
太
陽
光
電
気
の
利
用
の
目
標
量

特
定
太
陽
光
電
気
の
利
用
の
目
標
量
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
年
度
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る

と
お
り
と
す
る
。

年
度

（
平
成
）

2
1年
度

2
2年
度

2
3年
度

2
4年
度

2
5年
度

2
6年
度

目
標
量

（
億

k
W

h）
3•
8

1
4•
0

1
7•
9

2
3•
8

3
1•
0

3
9•
0

平成™˜年˜—月š—日 金曜日 第œ˜Ÿœ号官 報

四

鳥
獣
保
護
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針

^

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
目
的

当
該
区
域
は
、
沖
縄
島
北
部
の
沖
縄
県
国
頭
郡
国

頭
村
安
波
区
に
位
置
し
、
安
波
ダ
ム
の
湛
水
域
中
央

部
か
ら
北
方
の
区
域
で
あ
っ
て
、
西
側
に
安
波
川
、

東
側
に
普
久
川
が
流
れ
、
ス
ダ
ジ
イ
を
中
心
と
す
る

亜
熱
帯
常
緑
広
葉
樹
林
が
広
が
る
区
域
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
自
然
環
境
を
反
映
し
て
、
鳥
類
で
は

絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に

関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
七
十
五
号
）
に
基

づ
く
国
内
希
少
野
生
動
植
物
種
で
あ
り
、
環
境
省
が

作
成
し
た
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
に
掲
載
さ
れ
た
絶
滅
危
惧

Ò
Ａ
類
の
ノ
グ
チ
ゲ
ラ
及
び
ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
、
絶

滅
危
惧
Ò
Ｂ
類
の
ホ
ン
ト
ウ
ア
カ
ヒ
ゲ
等
の
希
少
鳥

類
が
生
息
し
て
い
る
。

ま
た
、
哺
乳
類
で
は
、
絶
滅
危
惧
Ò
Ｂ
類
で
あ
る

オ
キ
ナ
ワ
コ
キ
ク
ガ
シ
ラ
コ
ウ
モ
リ
や
、
リ
ュ
ウ

キ
ュ
ウ
イ
ノ
シ
シ
等
が
生
息
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
当
該
区
域
は
、
希
少
鳥
獣
の
生
息

地
と
し
て
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
該
区
域
を
鳥

獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平

成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
十
八
条
第
一
項

に
規
定
す
る
鳥
獣
保
護
区
に
指
定
し
、
当
該
区
域
に

生
息
す
る
希
少
鳥
獣
の
保
護
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

_

鳥
獣
保
護
区
の
管
理
方
針

イ

鳥
獣
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
、
現
地
巡
視
等
を

通
じ
て
、
区
域
内
の
鳥
獣
の
生
息
状
況
の
把
握
に

努
め
る
。

ロ

鳥
獣
の
生
息
環
境
を
脅
か
す
よ
う
な
人
の
不
用

意
な
行
為
、
ご
み
の
散
乱
等
に
よ
る
鳥
類
の
生
息

へ
の
影
響
を
防
止
す
る
た
め
、
現
場
の
巡
視
、
関

係
地
方
公
共
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
地
域
住
民
等
と
連

携
し
た
普
及
啓
発
活
動
等
に
取
り
組
む
。

ハ

ジ
ャ
ワ
マ
ン
グ
ー
ス
等
、
在
来
種
の
生
存
を
脅

か
す
外
来
種
の
防
除
に
取
り
組
む
。

_

鳥
獣
保
護
区
の
管
理
方
針

イ

鳥
獣
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
、
現
地
巡
視
等
を

通
じ
て
、
区
域
内
の
鳥
獣
の
生
息
状
況
の
把
握
に

努
め
る
。

ロ

鳥
獣
の
生
息
環
境
を
脅
か
す
よ
う
な
人
の
不
用

意
な
行
為
、
ご
み
の
散
乱
等
に
よ
る
鳥
類
の
生
息

へ
の
影
響
を
防
止
す
る
た
め
、
現
場
の
巡
視
、
関

係
地
方
公
共
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
地
域
住
民
等
と
連

携
し
た
普
及
啓
発
活
動
等
に
取
り
組
む
。

ハ

ジ
ャ
ワ
マ
ン
グ
ー
ス
等
在
来
種
の
生
存
を
脅
か

す
外
来
種
の
防
除
に
取
り
組
む
。

`

保
全
事
業
の
目
標

や
ん
ば
る
（
安
田
）
鳥
獣
保
護
区
で
は
、
ジ
ャ
ワ

マ
ン
グ
ー
ス
、
ノ
イ
ヌ
、
ノ
ネ
コ
等
の
外
来
種
の
侵

入
等
に
伴
う
ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
等
の
希
少
鳥
獣
の
生

息
環
境
の
悪
化
や
交
通
事
故
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
。

本
事
業
で
は
、
ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
等
希
少
鳥
獣
の

生
息
環
境
を
適
切
に
管
理
し
、
安
定
的
に
生
息
で
き

る
環
境
を
維
持
・
回
復
し
て
い
く
こ
と
を
目
標
と
す

る
。

a

保
全
事
業
の
対
象
区
域

や
ん
ば
る
（
安
田
）
鳥
獣
保
護
区
の
全
域

b

保
全
事
業
の
内
容

ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
等
希
少
鳥
獣
の
生
息
地
の
保
護

及
び
整
備
を
図
る
た
め
に
、
環
境
省
は
鳥
獣
の
生
息

地
の
保
護
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
動
物
の

侵
入
を
防
ぐ
た
め
の
施
設
の
設
置
等
、
希
少
鳥
獣
の

生
息
に
適
し
た
環
境
を
維
持
・
回
復
す
る
た
め
に
必

要
な
作
業
を
行
い
、
併
せ
て
作
業
上
必
要
な
施
設
の

整
備
を
行
う
。
ま
た
、
希
少
鳥
獣
の
生
息
状
況
等
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
行
い
、
目
標
へ
の
到
達
状
況

を
定
期
的
に
評
価
す
る
。

国
頭
村
は
、
ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
と
地
域
住
民
と
の

共
生
を
目
的
と
し
て
ま
と
め
た
「
ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ

の
郷
」
整
備
構
想
を
核
と
し
て
、
ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ

保
護
シ
ェ
ル
タ
ー
の
維
持
管
理
及
び
地
域
住
民
へ
の

普
及
啓
発
等
を
実
施
す
る
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
百
五
十
一
号

船
舶
職
員
及
び
小
型
船
舶
操
縦
者
法
施
行
規
則
（
昭
和

二
十
六
年
運
輸
省
令
第
九
十
一
号
）
第
三
条
第
一
項
及
び

第
六
十
六
条
に
基
づ
き
、
船
舶
職
員
及
び
小
型
船
舶
操
縦

者
法
施
行
規
則
第
三
条
第
一
項
及
び
第
六
十
六
条
の
地
方

運
輸
局
等
を
指
定
す
る
告
示
（
平
成
十
九
年
国
土
交
通
省

告
示
第
千
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成

二
十
一
年
十
一
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
月
三
十
日

国
土
交
通
大
臣

前
原

誠
司

表
北
海
道
運
輸
局
函
館
運
輸
支
局
の
項
中
「
北
海
道
函

館
市
海
岸
通
二
十
四
e

四
」
を
「
北
海
道
函
館
市
海
岸
町

二
十
四
e

四
」
に
、
関
東
運
輸
局
東
京
運
輸
支
局
の
項
中

「
東
京
都
江
東
区
青
海
二
e

五
十
六
」
を
「
東
京
都
江
東

区
青
海
二
e

七
e

十
一
」
に
、
北
陸
信
越
運
輸
局
石
川
運

輸
支
局
の
項
中
「
石
川
県
七
尾
市
矢
田
新
町
二
部
百
七
十

二
」
を
「
石
川
県
七
尾
市
矢
田
新
町
ニ
部
百
七
十
二
」に
、

近
畿
運
輸
局
和
歌
山
運
輸
支
局
の
項
中
「
和
歌
山
県
和
歌

山
市
築
港
六
e

二
十
二
e

二
」
を
「
和
歌
山
県
和
歌
山
市

湊
千
百
六
e

四
」
に
改
め
る
。

〇
環
境
省
告
示
第
六
十
四
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平

成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
十
八
条
第
一
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
鳥
獣
保
護
区
を
指
定
し
た
の

で
、
同
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
五
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
月
三
十
日環

境
大
臣

小
沢

鋭
仁

一

名
称

や
ん
ば
る
（
安
波
）
鳥
獣
保
護
区

二

区
域

沖
縄
県
国
頭
郡
国
頭
村
所
在
民
有
林
七
六
林
班
、
七

七
林
班
、
七
八
林
班
、
七
九
林
班
及
び
八
〇
林
班
の
区

域
、
こ
れ
ら
の
各
林
班
に
囲
ま
れ
る
区
域
並
び
に
同
村

字
安
波
前
田
原
一
九
八
、
二
一
七
、
二
一
八
、三
六
五
、

三
六
六
、
三
六
七
、
三
六
八
、
三
六
九
、
三
七
〇
、
三

七
一
、
三
七
二
、
三
七
三
、
三
七
四
、
三
七
五
、
三
八

九
、
三
九
三
、
三
九
四
、
三
九
五
、
三
九
六
、三
九
八
、

三
九
九
、
四
〇
〇
、
四
〇
一
、
四
〇
四
、
四
〇
五
、
四

〇
六
、
四
〇
七
、
四
〇
八
、
四
〇
九
、
四
一
一
、
四
一

二
、
四
一
三
、
四
一
四
、
四
一
五
、
四
一
六
、四
一
七
、

四
一
八
、
四
一
九
、
四
二
〇
、
四
二
一
、
四
二
二
、
四

二
三
、
四
二
四
、
四
二
五
、
四
二
六
及
び
四
三
六
番
地

の
区
域

三

存
続
期
間

平
成
二
十
一
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
四
十
一
年
十

月
三
十
一
日
ま
で

〇
環
境
省
告
示
第
六
十
五
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平

成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
十
八
条
第
一
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
鳥
獣
保
護
区
を
指
定
し
た
の

で
、
同
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
五
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
月
三
十
日環

境
大
臣

小
沢

鋭
仁

一

名
称

や
ん
ば
る
（
安
田
）
鳥
獣
保
護
区

二

区
域

沖
縄
県
国
頭
郡
国
頭
村
所
在
国
有
林
安
田
事
業
区
四

〇
林
班
、
四
一
林
班
に
小
班
及
び
四
五
林
班
い
小
班
並

び
に
同
村
民
有
林
六
六
林
班
、
六
七
林
班
、六
八
林
班
、

六
九
林
班
、
七
〇
林
班
、
七
一
林
班
、
七
二
林
班
、
七

三
林
班
、
七
四
林
班
、
一
一
八
林
班
、
一
一
九
林
班
の

陸
域
（
安
田
ヶ
島
を
除
く
。）及
び
こ
れ
ら
の
各
林
班
に

囲
ま
れ
る
区
域

三

存
続
期
間

平
成
二
十
一
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
四
十
一
年
十

月
三
十
一
日
ま
で

四

鳥
獣
保
護
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針

^

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
目
的

当
該
区
域
は
、
沖
縄
島
北
部
の
沖
縄
県
国
頭
郡
国

頭
村
字
安
田
区
に
位
置
し
、
同
区
集
落
か
ら
北
西
約

二
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
位
置
す
る
伊
部
岳
（
標
高

三
百
五
十
三
メ
ー
ト
ル
）
を
中
心
と
し
た
国
有
林
、

村
有
林
及
び
集
落
を
含
む
東
海
岸
に
至
る
区
域
か
ら

構
成
さ
れ
る
。

当
該
区
域
内
の
多
く
は
亜
熱
帯
広
葉
樹
林
で
、
そ

の
大
部
分
を
ス
ダ
ジ
イ
林
が
占
め
て
お
り
、
伊
部
岳

中
腹
に
は
、
推
定
樹
齢
三
百
年
の
オ
キ
ナ
ワ
ウ
ラ
ジ

ロ
ガ
シ
も
生
育
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
自
然
環
境
を
反
映
し
て
、鳥
類
で
は
、

絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に

関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
七
十
五
号
）
に
基

づ
く
国
内
希
少
野
生
動
植
物
種
で
あ
り
、
環
境
省
が

作
成
し
た
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
に
お
け
る
絶
滅
危
惧
Ò
Ａ

類
の
ノ
グ
チ
ゲ
ラ
や
ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
、
絶
滅
危
惧

Ò
Ｂ
類
の
ホ
ン
ト
ウ
ア
カ
ヒ
ゲ
な
ど
の
希
少
鳥
類
が

生
息
し
て
い
る
。
哺
乳
類
で
は
、
絶
滅
危
惧
Ò
Ｂ
類

の
オ
キ
ナ
ワ
コ
キ
ク
ガ
シ
ラ
コ
ウ
モ
リ
及
び
ケ
ナ
ガ

ネ
ズ
ミ
等
が
生
息
し
て
い
る
。

ま
た
、
ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
に
つ
い
て
は
、
集
落
内

か
ら
そ
の
周
辺
に
お
い
て
も
生
息
が
確
認
さ
れ
て
い

る
。こ

の
よ
う
に
、
当
該
区
域
は
、
ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ

を
始
め
と
す
る
希
少
鳥
獣
の
生
息
地
と
し
て
重
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
当
該
区
域
を
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩

猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
第
二
十
八
条
第
一
項
に

規
定
す
る
鳥
獣
保
護
区
に
指
定
し
、
当
該
区
域
に
生

息
す
る
希
少
鳥
獣
の
保
護
を
図
る
も
の
で
あ
る
。
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